
コース名 WBJ700：JasperOSS ライセンスコース 

コース概要 ○プログラム著作権の基礎からソフトウェアライセンスの概念を

学び、JasperBI スイートを構成する AGPL、LGPL、EPL、MIT

等各ライセンス内容における解説を通して、OSS を利用した BI

システムの構築やサービスの提供時のコンプライアンスに伴う

注意点や対処方法について習得する。 

○OSS を利用により、リーズナブルかつ有効性の高いシステムを

構築するためにライセンスに対する知識を深めるとともにライ

センスを遵守したサービス提供方法を学ぶ。 

受講対象 ○情報系システム開発者／管理者 

○企業内の情報部門、法務部門担当者 

履修要件 プログラミング知識、著作権の知識を有していることが望ましい 

実施形態 □ＣＢＴ   □通信教育  ■講義  □ワークショップ  

□演習／実習 □ＯＪＴ   □プロジェクト型演習   

□その他（       ） 

教材 ◇テキスト：講義テキスト、実習テキスト 

◇ハードウェア環境：PC 

◇ソフトウェア環境： 

◇その他教材： 

実施期間／形式 開催時間：10:00～17:00（クラスルーム） 

開催日数：2 日間 

研修内容 ○初日 

・プログラム著作権の基礎知識 

・ライセンスの基本知識 

・JasperBI スイートのライセンス構成 

・AGPLv3 の詳解 

－理念と定義 

－許諾の基本と配布条件 

－追加条項 

―許諾効力の発生と終了および継承について 

－特許の取扱い 

－ネットワーク/Web システムと GPL との共用 

－ライセンスの改版と互換 

－保証と責務 

○2 日目 

・LGPLv3 の詳解 



－AGPLv3/GPLv3 との異同 

－プログラムの結合に伴う配布条件 

－ライブラリの共存 

・EPL/MIT ライセンスの詳解 

－配布条件 

・異なるライセンスの OSS 利用の注意点 

・OSS 違反対象行為と法的ペナルティ 

到達目標 ○プログラム著作権とライセンスの基本概念の理解 

○AGPL、LGPL、MIT 等 OSS ライセンスの内容理解 

○開発、配布における OSS の具体的な取扱い方法の理解 

受講料 ¥80,000（税別） 

 


